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3.  鶏糞類からリン鉱石等価体の回収方法 




















を 6.0 から 7.5 にすると淡褐色の固体（固体 A）を得
た．X 線回折（XRD）および蛍光 X 線（XRF）を用い




















の硝酸水溶液に入れて，0.1，0.2，0.3 および 0.4 時間
後のリンの溶出状況を検討した．図 2 に示すように，
硝酸の濃度が 0.5 M の場合，0.1 時間の処理でリンの














図 2 硝酸による鶏糞焼却灰からのリンの溶出挙動 
●：硝酸濃度 0.08 M, ▲：同 0.1 M, ■：同 0.2 M, 
○：同 0.3 M, △：同 0.4 M，□：同 0.5 M（化学
工学会より許可を得て文献 1 より転載） 
 
リン以外の元素の溶出挙動を検討した．図 2 におい










表 1 鶏糞焼却灰 1.0 g からの各元素の溶出濃度 
(mmol/100 mL)および溶出率（%） 
 Mg Al P Ca Mn Fe 
濃度 1.01 0.14 4.51 5.65 0.13 0.12 
溶出率 84.1 76.5 91.8 93.2 80.4 83.5 
 




































溶液の pH を 6.0，6.5，7.0 および 7.5 に調整した．加
えた直後に 0.368，0.443，0.451 および 0.449 g の沈
殿が析出した。これが 3.2 項で示した固体 A である．
溶出溶液は，鶏糞焼却灰1.0 gを用いて得ているので，
4 割近くが沈殿として析出したことになる． XRD 分
















800℃，5 時間焼成して結晶化を進め，3.2 項の固体 B




















2 日間乾燥したコンポスト化鶏糞 1.0 g を鶏糞焼却灰
1.0 g と同様に硝酸水溶液とともに，塩酸水溶液と硫酸
水溶液でも処理した。硝酸水溶液を用いた場合，鶏糞





















スト化鶏糞 1.0 g を 0.1 M 硝酸で 0.1 時間処理し，ろ
過して得た溶出溶液に，アンモニア水溶液を加え沈殿
を析出させた後の，各 pH におけるリン，カルシウム，
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様に、高い純度の CaHAp であった． 
 4.4 析出沈殿の形態予測 3) 
最終的に得られる沈殿の形態は，溶解度積に依存す
ることが予想される．そこで，地球化学的水圏モデリ
ングプログラムである PHREEQC(version 3.1.7- 
9213)を用いて，沈殿形態のシミュレーションを行っ
た．硝酸，塩酸処理の場合は，CaHPO4·2H2O, CaHPO4, 





Ca2++HPO42-+ H2O↔CaHPO4·2H2O   logKsp = -6.6 
Ca2++HPO42-↔CaHPO4                logKsp = -6.8 
5Ca2++3PO43-+OH-↔Ca10(PO4)6(OH)2  logKsp = -117 
3Ca2++2PO43-↔Ca3(PO4)2            logKsp = -28.9 
Mg2++HPO42-+3H2O↔MgHPO4·3H2O  logKsp = -5.8 
Mg2++PO43-+NH4+↔MgNH4PO4      logKsp = -13.4 
3Mg2++2PO43-+8H2O↔Mg3(PO4)2·8H2O  
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